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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期
第１四半期
連結累計期間

第16期
第１四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 2,211,477 1,636,977 8,829,279

経常利益又は経常損失(△) (千円) △108,488 △52,479 397,535

親会社株主に帰属する当期純利
益又は親会社株主に帰属する四
半期純損失(△)

(千円) △70,630 △33,607 245,138

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △62,714 △14,540 291,066

純資産額 (千円) 3,102,362 3,345,416 3,456,142

総資産額 (千円) 5,825,757 5,452,949 5,939,821

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △47.73 △22.71 165.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 53.3 61.4 58.2
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第15期第１四半期連結累計期間及び第16期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第15期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「当期純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に帰

属する四半期純損失」としております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

　(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資及び個人消費の持ち直しの動きが見

られ、緩やかな回復基調が続きました。一方、世界経済は中国経済を始めとした景気の下振れリスクはあるものの緩

やかな回復が続きました。　　　　　　

当社グループが属する情報サービス業界におきましては、ソフトウェア投資が緩やかに増加するなど回復傾向が続

きました。

このような状況のもと、当社グループは新たに策定した17中期経営計画(2015年度～2017年度)の基本方針に従っ

て、主要事業の推進に取り組みました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、機器等販売、ソフトウェア開発、システム販売が減少し、

1,636,977千円（前年同四半期と比べ26.0％の減収）となりました。損益につきましては売上原価の低下により、営

業損失55,514千円（前年同四半期は営業損失111,690千円）、経常損失52,479千円（前年同四半期は経常損失108,488

千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失33,607千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失70,630

千円）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。

①機器等販売

　売上高は機器販売及びパッケージ販売ともに減少したため、328,949千円（前年同四半期と比べ28.9％減収）

となりました。セグメント損益は売上高の減少により、2,714千円の利益(同86.9％の減益）となりました。

 

②ソフトウェア開発

　売上高は前期に大型案件の売上があったことにより減収となり、170,749千円（同68.1％の減収）となりまし

た。セグメント損益は不採算案件の収束等により売上原価が低下したため、12,339千円の利益(前年同四半期は

66,180千円の損失）となりました。

 

③システム販売

　売上高は生コンプラント向け操作盤が増加しましたがインフラサービスが減少となったこと等により、

420,375千円（同19.3％の減収）となりました。セグメント損益は売上高の減少により、9,321千円の利益（同

66.0％の減益）となりました。

 

④システム運用・管理等

　売上高はシステム運用支援等が好調だったため、722,711千円（同2.5％の増収）となりました。セグメント損

益は売上高の増加及び売上原価の低下により、158,454千円の利益（同16.5％の増益）となりました。
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　(2)財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて15.1％減少し、3,024,544千円となりました。これは、主に仕掛品が

137,087千円増加したものの、受取手形及び売掛金が672,826千円減少したことによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.2％増加し、2,428,404千円となりました。これは、主に有形固定資産

その他に含まれているリース資産（有形）が48,490千円増加したことによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて8.2％減少し、5,452,949千円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて17.3％減少し、1,688,642千円となりました。これは、主に未払費用が

339,682千円増加したものの、買掛金が410,777千円、賞与引当金が147,072千円、流動負債その他に含まれている

未払消費税等が129,235千円減少したことによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて5.3％減少し、418,890千円となりました。これは、主に固定負債その他

に含まれている長期前受収益が35,828千円、固定負債その他に含まれているリース債務（固）が32,597千円増加し

たものの、固定負債その他に含まれている長期未払金が87,013千円減少したことによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて15.1％減少し、2,107,532千円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.2％減少し、3,345,416千円となりました。これは、主にその他有価

証券評価差額金が18,303千円増加したものの、株主配当金の支払が96,186千円あったこと及び親会社株主に帰属す

る四半期純損失を33,607千円計上したことによります。

 

　(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

　(4)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は2,130千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,920,000

計 5,920,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,480,000 1,480,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
100株であります。

計 1,480,000 1,480,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月30日 ― 1,480 ― 777,875 ― 235,872
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成27年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式　　　   200

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   1,479,500 14,795 ―

単元未満株式 普通株式　 　　 300 ― ―

発行済株式総数 1,480,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,795 ―
 

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式11株が含まれております。

 

 

② 【自己株式等】

  平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パシフィックシステム㈱

埼玉県さいたま市桜区
田島八丁目４番19号

200 ― 200 0.01

計 ― 200 ― 200 0.01
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第15期連結会計年度　新日本有限責任監査法人

　第16期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　有限責任 あずさ監査法人
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 979,269 906,868

  受取手形及び売掛金 ※１  1,495,226 ※１  822,399

  リース投資資産 370,305 433,477

  商品及び製品 103,531 96,194

  仕掛品 264,019 401,107

  原材料及び貯蔵品 29,515 27,276

  その他 322,186 337,680

  貸倒引当金 △725 △459

  流動資産合計 3,563,329 3,024,544

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 746,632 734,859

   土地 532,744 532,744

   その他（純額） 357,052 407,007

   有形固定資産合計 1,636,429 1,674,611

  無形固定資産 233,936 224,027

  投資その他の資産   

   退職給付に係る資産 242,835 244,610

   その他 265,662 287,537

   貸倒引当金 △2,371 △2,382

   投資その他の資産合計 506,126 529,765

  固定資産合計 2,376,492 2,428,404

 資産合計 5,939,821 5,452,949

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 730,942 320,164

  1年内返済予定の長期借入金 94,959 73,248

  未払費用 210,890 550,572

  賞与引当金 284,922 137,850

  受注損失引当金 647 1,578

  アフターコスト引当金 72,120 35,986

  その他 647,065 569,243

  流動負債合計 2,041,546 1,688,642

 固定負債   

  長期借入金 3,294 -

  その他 438,838 418,890

  固定負債合計 442,132 418,890

 負債合計 2,483,678 2,107,532
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 777,875 777,875

  資本剰余金 239,946 239,946

  利益剰余金 2,394,530 2,264,736

  自己株式 △306 △306

  株主資本合計 3,412,045 3,282,251

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 84,563 102,866

  退職給付に係る調整累計額 △40,466 △39,702

  その他の包括利益累計額合計 44,097 63,164

 純資産合計 3,456,142 3,345,416

負債純資産合計 5,939,821 5,452,949
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 2,211,477 1,636,977

売上原価 1,948,522 1,312,241

売上総利益 262,955 324,736

販売費及び一般管理費 374,645 380,250

営業損失（△） △111,690 △55,514

営業外収益   

 受取利息 19 15

 受取配当金 1,946 2,006

 受取手数料 537 538

 受取保険料 3,000 286

 補助金収入 - 2,565

 その他 1,095 567

 営業外収益合計 6,598 5,978

営業外費用   

 支払利息 1,076 658

 売上割引 1,405 1,453

 シンジケートローン手数料 698 698

 その他 215 132

 営業外費用合計 3,396 2,944

経常損失（△） △108,488 △52,479

特別利益   

 投資有価証券売却益 1,200 -

 特別利益合計 1,200 -

特別損失   

 固定資産除却損 76 1

 特別損失合計 76 1

税金等調整前四半期純損失（△） △107,365 △52,481

法人税等 △36,735 △18,873

四半期純損失（△） △70,630 △33,607

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △70,630 △33,607
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純損失（△） △70,630 △33,607

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 6,524 18,303

 退職給付に係る調整額 1,391 764

 その他の包括利益合計 7,915 19,067

四半期包括利益 △62,714 △14,540

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △62,714 △14,540

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 
(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

税金費用の計算

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　受取手形割引高

 

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

受取手形割引高 51,069千円 16,232千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 73,507千円 76,348千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月26日
取締役会

普通株式 88,788 60 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月14日
取締役会

普通株式 96,186 65 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

 

EDINET提出書類

パシフィックシステム株式会社(E05687)

四半期報告書

13/18



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２機器等販売

ソフトウェ
ア開発

システム
販売

システム運
用・管理等

計

売上高        

  外部顧客への売上高 462,618 529,626 519,986 699,245 2,211,477 ― 2,211,477

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 5,751 756 5,878 12,386 △12,386 ―

計 462,618 535,378 520,742 705,124 2,223,863 △12,386 2,211,477

セグメント利益又は損失(△) 20,677 △66,180 27,376 136,009 117,882 △229,573 △111,690
 

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△229,573千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２機器等販売

ソフトウェ
ア開発

システム
販売

システム運
用・管理等

計

売上高        

  外部顧客への売上高 328,949 170,065 416,491 721,471 1,636,977 ― 1,636,977

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 684 3,883 1,239 5,807 △5,807 ―

計 328,949 170,749 420,375 722,711 1,642,785 △5,807 1,636,977

セグメント利益又は損失(△) 2,714 12,339 9,321 158,454 182,828 △238,342 △55,514
 

（注）１ セグメント利益又は損失(△)の調整額△238,342千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

　　１株当たり四半期純損失金額(△) △47円73銭 △22円71銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)
 　　(千円)

△70,630 △33,607

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
　　純損失金額(△) (千円)

△70,630 △33,607

   普通株式の期中平均株式数(株) 1,479,795 1,479,789
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

平成27年５月14日開催の取締役会において、平成27年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                             　 96,186千円

②　１株当たりの金額      　                     65円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成27年６月22日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月12日

パシフィックシステム株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   武　　久　　善　　栄   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   金　　子　　　　　靖   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   関　　根　　義　　明   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパシフィックシ

ステム株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月

１日から平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パシフィックシステム株式会社及び連結子会社の平成27年６月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

会社の平成27年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に

係る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び

監査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成26年８月12日付けで無限定の結論を表明

しており、また、当該連結財務諸表に対して平成27年６月19日付けで無限定適正意見を表明している。
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利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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